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ま
と
め
に
代
え
て

は
じ
め
に

世
界
有
数
の
「
防
犯
カ
メ
ラ
大
国
」
と
な
っ
て
久
し
い
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
二
〇
一
二
年
以
降
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制

に
関
し
て
新
た
な
動
き
が
生
じ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制
に
関
し
て
は
、
す
で
に
別
の
機
会
に
検
討
を
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加
え
た
こ
と
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
以
降
に
生
じ
た
新
し
い
動
向
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た

（
（
（

い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
新
た
な
法
規
制
は
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
制
定
さ
れ
た
「
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
」（P

rotection
 of F

reedom
s 

A
ct 2012

）
に
よ
っ
て
図
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
は
同
法
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
ま
ず
、
同
法
の
全
体
的

な
概
要
に
つ
い
て
、
簡
単
に
検
討
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
同
法
に
お
け
る
、
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
構
造
を
概
観
し
、
そ
の
後
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
規
制
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
「
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
」
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

従
来
の
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
と
の
比
較
の
観
点
も
含
め
て
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一　

二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
制
定
に
至
る
経
緯

　　1　

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
展
開

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
八
五
年
八
月
に
ボ
ー
ン
マ
ス
市
湾
岸
地
帯
で
、
破
壊
行
為
（van

dalism

）
に
対
処
す
る
た
め
に
現
在
の
い

わ
ゆ
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
と
一
般
的
に
み
な
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ

（
（
（

れ
、
一
九
八
七
年
に
は
、
キ
ン
グ
ズ
リ
ン
市
の
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
に
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
が
設
置
さ
れ

（
（
（

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
降
、
刑
事
司
法
（
犯
罪
問
題
へ
の
対
処
）
が
政
治
問
題

化
す
る
な
か
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
世
論
の
圧
倒
的
支
持
の
も
と
で
爆
発
的
な
普
及
を
続
け
、
現
在
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
全
土
で
四
二
〇

万
台
と
も
四
五
〇
万
台
と
も
さ
れ
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
、
全
世
界
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
に
至
っ
て
い

る
と
も
い
わ
れ
て
い

（
（
（

る
。

ま
た
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
主
体
に
関
し
て
、
一
九
九
八
年
犯
罪
お
よ
び
秩
序
違
反
法
（C

rim
e an
d D
isorder A

ct 1998

）
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イ
ギ
リ
ス
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
と
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制�

（
都
法
五
十
四-

一
）

の
法
定
す
る
、
地
域
を
単
位
と
し
た
警
察
、
自
治
体
、
保
護
観
察
、
保
険
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
、
住
民
、
企
業
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す

る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
主
た
る
設
置
主
体
に
な
っ
て
い
る
点
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
固
有
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え

（
（
（

る
。

2　

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
に
関
す
る
従
来
の
法
規
制

こ
の
よ
う
な
展
開
を
た
ど
っ
て
き
た
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
そ
の
法
的
規
制
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
従
来
の
動
向
を
、
簡
単

に
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
、
国
民
世
論
の
圧
倒
的
な
支
持
の
も
と
爆
発
的
な
普
及
へ
と
至
る
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か

ら
一
九
九
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
す
る
法
的
規
制
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
「
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
間
」
を
謳

歌
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
八
年
人
権
法
（H

um
an
 R
ig
h
ts A
ct 1998

）
に
よ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条

約
が
イ
ギ
リ
ス
法
に
編
入
さ
れ
、
ま
た
、
一
九
九
五
年
の
Ｅ
Ｕ
デ
ー
タ
保
護
指
令
（E

U
 D
irective on

 D
ata P

rotection
: 95/46/E

C

）

の
採
択
を
受
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ー
タ
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
（D

ata P
rotection

 A
ct 1998

）
が
制

定
さ
れ
る
と
い
う
一
連
の
動
き
と
呼
応
す
る
形
で
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
対
す
る
大
衆
の
信
頼
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
展
開

と
利
用
に
関
す
る
法
的
規
制
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
、
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
映
像
デ
ー
タ
な
ど
が
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
の
規
制
対
象
た

る
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
し
う
る
こ
と
を
根
拠
に
、
デ
ー
タ
保
護
法
や
そ
れ
に
基
づ
い
て
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（In

form
ation

 C
om
-

m
ission

er

）
の
策
定
し
た
「
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
」（C

C
T
V
 C
ode of P

ractice, R
evised E

dition
 2008

）
に
よ
る
規
制
が
な
さ
れ

て
き

（
（
（

た
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制
の
特
徴
は
、
映
像
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
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に
つ
い
て
の
法
的
根
拠
と
い
う
側
面
（
取
得
中
心
基
準
）
よ
り
も
、
取
得
し
た
映
像
デ
ー
タ
の
法
的
保
護
（
管
理
・
利
用
中
心
基
準
）

を
重
視
し
て
い
る
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き

（
（
（

る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

主
体
に
よ
る
相
違
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
イ
ギ
リ
ス
の
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
も
う
一
つ
の
特
徴
に
つ
な

が
る
も
の
で
も
あ
っ
た
と
評
し
え
よ
う
。

3　

二
〇
一
〇
年
保
守
自
民
連
立
政
権
の
政
策
綱
領
と
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
の
制
定

他
方
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
首
相
お
よ
び
メ
ー
ジ
ャ
ー
首
相
の
保
守
党
政
権
下
で
開
始
さ
れ
た
防
犯
カ
メ
ラ
の
積
極
的
推
進
策
は
、
一
九
九

七
年
以
降
の
ブ
レ
ア
首
相
の
労
働
党
政
権
（
ニ
ュ
ー
・
レ
イ
バ
ー
）
に
お
い
て
も
継
続
さ
れ

（
（
（

る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
「
テ
ロ
と
の
闘
い
」

を
強
く
支
持
し
、
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
七
月
七
日
の
ロ
ン
ド
ン
同
時
爆
破
テ
ロ
な
ど
も
あ
り
、
労
働
党
政
権
の
も
と
で
、
さ
ら
な
る
治

安
対
策
の
強
化
を
図
る
に
至
る
。
こ
れ
に
対
し
、
野
党
が
、
人
権
保
障
へ
の
懸
念
を
示
す
と
い
う
構
図
が
生
じ
て
い
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
の
後
に
成
立
し
た
保
守
自
民
連
立
政
権
は
、
そ
の
政
策
綱
領
に
お
い
て
、
従
来
の
治
安

対
策
を
見
直
し
、
市
民
的
自
由
を
回
復
す
る
た
め
の
法
案
を
提
出
し
、
そ
の
一
部
で
防
犯
カ
メ
ラ
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
に
つ
い
て
の
規
制
を

強
化
す
る
こ
と
を
政
権
公
約
と
し
て
掲
げ
た
（
同
政
策
綱
領
第
三
章
「
市
民
的
自

（
（
（

由
」）。
そ
れ
に
基
づ
き
、
二
〇
一
一
年
二
月
一
一
日
、

政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
下
院
に
法
案
（F

reedom
 

（G
reat R

epeal

） A
ct

）
を
提
出
し
た
。
同
法
案
は
、
下
院
お
よ
び
上
院
で
の
審

議
や
修
正
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
五
月
一
日
に
女
王
の
裁
可
を
経
て
、
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
（P

rotection
 of F

reedom
s 

A
ct 2010

）
と
し
て
制
定
さ
れ

（
（1
（

た
。
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二　

二
〇
一
二
年
自
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保
護
法
に
よ
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制

　　1　

二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
の
概
要

以
上
の
経
緯
を
経
て
制
定
さ
れ
た
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
（
以
下
、「
自
由
保
護
法
」
と
す
る
）
は
、
全
体
で
七
部
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
同
法
の
概
要
を
簡
単
に
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

同
法
第
一
部
は
生
体
認
証
情
報
に
関
す
る
規
制
で
あ
る
。
同
部
第
一
章
は
、
犯
罪
捜
査
で
採
取
さ
れ
た
指
紋
、
靴
跡
（footw

ear 

im
pression

）、
お
よ
び
Ｄ
Ｎ
Ａ
サ
ン
プ
ル
や
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
保
存
と
破
棄
に
関
し
て
、
新
た
な
規
定
を
置
い
て
い

（
（1
（

る
。
同
部
第
二
章

は
、
学
校
な
ど
の
教
育
機
関
（education
 colleg

e

）
が
、
生
徒
の
生
体
認
証
情
報
（biom

etric in
form
ation

）
の
処
理
に
つ
い
て
、

当
該
生
徒
の
親
の
同
意
を
要
す
る
と
す

（
（1
（

る
。

そ
し
て
、
第
二
部
が
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
規
制
に
か
か
わ
る
。
同
部
第
一
章
は
、
警
察
や
地
方
当
局
の
運
営
に
か
か
る
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
（
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
〔
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
〕
や
自
動
ナ
ン
バ
ー
読
取
装
置
〔
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
〕）
の
、
よ
り
一
層
の
規
制

に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。
同
部
第
二
章
は
、
二
〇
〇
〇
年
調
査
権
限
規
制
法

（R
eg
ulation

 of In
vesig

atory P
ow
ers A

ct 200

（
（1
（

0

）
を
改
正
し
、
地
方
当
局
が
利
用
可
能
な
密
行
調
査
技
法
（covert in

vestig
atory 

tech
n
ique

）、
す
な
わ
ち
、
通
信
デ
ー
タ
の
取
得
・
開
示
、
指
定
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
お
よ
び
秘
密
裏
の
人
的
情
報
源
の
三
点
に
つ
い
て
、

司
法
的
承
認
を
必
要
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
三
部
第
一
章
は
、
土
地
ま
た
は
そ
の
他
不
動
産
へ
の
立
入
権
限
に
関
連
す
る
規
定
が
、
ま
た
同
部
第
二
章
で
は
、
自
動
車
の
駐
車



四
〇
〇

に
関
連
す
る
法
執
行
に
関
す
る
規
定
が
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
て
い
る
。

第
四
部
は
、
テ
ロ
対
策
権
限
に
関
連
す
る
規
定
を
置
き
、
テ
ロ
行
為
被
疑
者
の
起
訴
前
勾
留
（pre-ch

arg
e deten

tion

）
の
期
間
を

二
八
日
か
ら
一
四
日
に
短
縮
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
テ
ロ
リ
ズ
ム
法
（T

errorism
 A
ct 2000

）
を
一
部
改
正
し
、

自
動
車
の
停
止
・
捜
検
に
つ
い
て
、
テ
ロ
目
的
で
の
使
用
が
合
理
的
に
疑
わ
れ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ

（
（1
（

た
。

第
五
部
は
、
弱
者
保
護
に
関
す
る
登
録
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
制
度
や
そ
の
他
の
犯
罪
記
録
等
に
関
す
る
制
度
を
整
備
す
る
（
同
部
第
一
章

な
い
し
第
四
章
）。

第
六
部
は
、
公
衆
の
デ
ー
タ
利
用
権
の
強
化
を
目
的
と
し
た
二
〇
〇
〇
年
情
報
自
由
法
（F

reedom
 of In

form
ation

 A
ct 2000

）
の

適
用
範
囲
の
拡
大
等
に
関
連
し
て
、
同
法
お
よ
び
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
に
改
正
を
加
え
て
い
る
。

第
七
部
で
は
、
人
身
売
買
関
連
行
為
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
処
罰
範
囲
の
拡
大
や
立
入
権
限
の
拡
大
、
さ
ら
に
は
、
陪
審
が
不
要

と
さ
れ
て
い
た
重
大
で
複
雑
な
詐
欺
事
犯
を
必
要
的
陪
審
事
件
に
改
め
た
ほ
か
、
事
務
取
扱
時
間
外
の
婚
姻
な
ど
が
行
え
る
よ
う
な
法

改
正
（
二
〇
〇
三
年
刑
事
司
法
法
〔C

rim
in
al Justice A

ct 2003

〕
四
三
条
の
廃
止
）
を
定
め
て
い
る
。

2　

二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
に
お
け
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
構
造

　

⑴　

法
的
規
制
の
構
造

こ
の
よ
う
に
、
自
由
保
護
法
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
な
す
の
が
、
本
稿
で
検
討
対
象
と
す
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
規
制
強
化
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
の
第
二
部
第
一
章
「
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
お
よ
び
そ
の
他
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
規
制
」（R

eg
ulation

 of C
C
T
V
 an
d oth

er surveillan
ce cam

era tech
n
olog
y

）
に
お
い
て
、
街
頭
防
犯
カ
メ

（
（1
（

ラ
の
規
制
に
関
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ス
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〇
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自
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護
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す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
実
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
実
質
的
な
規
制
の
内
実
は
、
自
由
保
護
法
に
お
い
て
直
接
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
、
同
法
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
運
用
コ
ー
ド
（code of practice for surveillan

ce cam
era system

）

の
作
成
義
務
が
、
主
務
大
臣
に
対
し
て
課
さ
れ
て
い
る
（
二
九
条
）。
そ
し
て
、
同
運
用
コ
ー
ド
に
お
い
て
、
実
務
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
提
供
さ
れ
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い

（
（1
（

る
。
こ
の
運
用
コ
ー
ド
の
内
実
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

　

⑵　

適
用
の
対
象

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
も
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
に
関
し
て
は
、
従
前
か
ら
、
録
画
映

像
が
個
人
情
報
に
あ
た
り
う
る
こ
と
を
前
提
に
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
の
規
制
対
象
と
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
現
在
で

は
、
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
策
定
に
か
か
る
「
二
〇
〇
八
年
版
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
」（C

C
T
V
 C
ode of P

ractice, R
evised 

E
dition

 2008

）
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
運
用
に
関
す
る
指
針
（
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
を
示
し
て
い
る
。

自
由
保
護
法
は
、
こ
の
従
前
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制
の
枠
組
み
を
全
面
的
に
置
換
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同

法
に
基
づ
い
て
作
成
・
適
用
さ
れ
る
前
述
の
運
用
コ
ー
ド
を
遵
守
す
る
義
務
は
、
地
方
当
局
や
警
察
な
ど
の
「
関
連
当
局
」（relevan

t 

auth
ority

）
に
限
ら
れ
て
い
る
（
三
三
条
⑴
項
お
よ
び
⑸
項
）。
そ
れ
ゆ
え
、
設
置
主
体
と
し
て
警
察
や
地
方
当
局
な
ど
が
関
わ
っ
て

い
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
）
の
み
が
、
同
法
の
適
用
対
象
と
さ
れ

（
（1
（

る
。
そ
れ
ま
で
の
一

九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
に
基
づ
く
法
的
規
制
が
、
設
置
主
体
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
枠
組
み
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
設
置
主
体

に
着
眼
し
た
法
的
規
制
と
な
っ
て
い
る
点
が
従
来
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
特
徴
と
い
え
よ
う
。



四
〇
二

し
た
が
っ
て
、
法
的
に
み
た
場
合
、
前
記
以
外
の
民
間
設
置
の
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
従
来
と
同
様
に
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ

保
護
法
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
二
〇
〇
八
年
版
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
」
に
よ
る
規
制
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
自
由
保

護
法
に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
適
用
対
象
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
拡
大
の
方
向
で
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
（
運
用
コ
ー
ド
一
・

（
（1
（
八
）。

　

⑶　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

さ
ら
に
、
自
由
保
護
法
に
お
け
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
を
な
す
の
が
、
国
務
大
臣
に
よ
り
任
命
さ
れ

る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（S

urveillan
ce C
am
era C

om
m
ission

er

）
職
の
新
設
で
あ
る
（
三
四
条
一
項
）。

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
①
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
遵
守
を
奨
励
し
、
②
同
運
用
コ
ー
ド

を
審
査
し
、
③
同
運
用
コ
ー
ド
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
を
、
そ
の
任
務
と
す
る
（
三
四
条
⑵
項
⒜
―
⒞
）。

ま
た
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
原
則
と
し
て
一
年
ご
と
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
任
務
に
関
す
る
活
動

に
つ
い
て
の
報
告
書
を
作
成
し
、
国
務
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
三
五
条
⑴
項
⒜
お
よ
び
同
条
⑵
項
）。
そ
し
て
、
報

告
書
の
提
出
を
受
け
た
国
務
大
臣
は
、
そ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
提
出
し
（
三
五
条
⑴
項
⒝
）、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
、
当
該
報
告
書

を
公
刊
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
三
五
条
⑴
項
⒞
）。

内
務
省
は
、
自
由
保
護
法
の
制
定
を
受
け
、
二
〇
一
二
年
九
月
、
初
代
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
ア
ン
ド
リ

ュ
ー
・
レ
ニ
ソ
ン
（A

n
drew
 R
en
n
ison

）
氏
を
任
命
し

（
（1
（

た
。
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三　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
と
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド

　　1　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
策
定
の
手
続

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
）
シ
ス
テ
ム
の
実
質
的
な
規
制
を
定
め
る
運
用
コ
ー
ド
（C

ode of P
ractice

）
は
、

国
務
大
臣
（S

ecretary of S
tate

）
の
策
定
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
（
二
九
条
⑴
項
）。

そ
し
て
、
運
用
コ
ー
ド
の
策
定
に
際
し
て
は
、
国
務
大
臣
は
、
運
用
コ
ー
ド
尊
重
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
者
や
そ
の
可
能
性
が
高
い
者

の
見
解
を
代
表
す
る
と
国
務
大
臣
が
判
断
し
か
つ
適
当
と
認
め
る
者
、
警
察
本
部
長
協
会
（T

h
e A
ssociation

 of C
h
ief P

olice O
ffi-

cers

）、
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
首
席
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（T

h
e C
h
ief S

urveillan
ce C

（
（2
（

om
m
ission

er

）、
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
臣
、
お
よ
び
そ
の
他
国
務
大
臣
が
適
当
と
認
め
た
者
と
の
協
議
を
経
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
二
九
条
⑸
項
）。

そ
し
て
運
用
コ
ー
ド
の
公
布
に
あ
た
っ
て
は
、
国
務
大
臣
は
、
策
定
さ
れ
た
運
用
コ
ー
ド
と
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
定
め
る
命

令
案
を
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
提
出
し
、
こ
の
命
令
案
に
つ
い
て
、
議
会
各
院
の
決
議
に
よ
り
承
認
を
得
て
か
ら
、
当
該
命
令
を
発
し
て
運

用
コ
ー
ド
を
公
布
し
、
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
三
〇
条
⑴
項
な
い
し
⑶
項
お
よ
び
⑸
項
）。

ま
た
、
国
務
大
臣
は
、
運
用
コ
ー
ド
の
変
更
や
置
き
換
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
合
に
も
、
先
に
挙
げ
た
者
と

の
協
議
を
経
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
、
変
更
ま
た
は
置
き
替
え
ら
れ
た
運
用
コ
ー
ド
を
国
務
大
臣
は
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
提
出
し
、

そ
の
承
認
を
得
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
三
一
条
⑴
項
以
下
）。



四
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こ
の
よ
う
に
、
運
用
コ
ー
ド
そ
れ
自
体
は
「
法
律
」
で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
議
会
に
よ
る
審
査
・
承
認
を
経
る
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
執
筆
時
点
で
、
運
用
コ
ー
ド
案
が
二
〇
一
三
年
二
月
七
日
付
で
公
に
さ
れ
る
と
と
も
に
協
議
（con

sultation

）
に
付
さ

（
（2
（

れ
、

同
期
間
終
了
後
に
、
一
三
四
件
の
意
見
（respon

se

）
に
つ
い
て
分
析
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
修
正
さ
れ
、
議

会
に
提
出
さ
れ
た
運
用
コ
ー
ド
案
が
六
月
に
公
表
さ
れ
て
お
り
、
同
年
夏
に
施
行
と
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い

（
（2
（

る
。

2　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
概
要

引
き
続
き
、
二
〇
一
三
年
六
月
版
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
案
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

⑴　

運
用
コ
ー
ド
の
概
要

運
用
コ
ー
ド
は
、
全
体
で
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
文
言
の
定
義
や
、
運
用
コ
ー
ド
策
定
の
背
景
、
運
用
コ
ー

ド
の
目
的
、
適
用
範
囲
お
よ
び
効
果
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
章
で
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
概
観
や
、
本

コ
ー
ド
の
特
徴
で
あ
る
一
二
の
指
針
原
則
（g

uidin
g
 prin

ciples
）
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
で
、
指
針
原
則

の
う
ち
の
第
一
原
則
か
ら
第
四
原
則
ま
で
、
ま
た
、
第
四
章
で
、
第
五
原
則
か
ら
第
一
二
原
則
ま
で
の
原
則
が
、
そ
れ
ぞ
れ
敷
衍
さ
れ

て
い
る
。
最
後
に
、
第
五
章
に
お
い
て
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
任
務
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
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イ
ギ
リ
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二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
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街
頭
防
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カ
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規
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（
都
法
五
十
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一
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⑵　

運
用
コ
ー
ド
の
位
置
づ
け
と
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
評
価

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＝
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
関
連
当

（
（2
（

局
に
よ
る
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ

ラ
シ
ス
テ
ム
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
使
用
に
関
す
る
指
針
（g

uide

）
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

や
ユ
ー
ザ
ー
に
自
発
的
な
採
用
が
奨
励
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
の
さ
ら
な
る
規
制
」
を
す
る
と
い
う
政

府
方

（
（2
（

針
を
達
成
す
る
た
め
の
継
続
的
プ
ロ
セ
ス
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
一
・
二
）。

運
用
コ
ー
ド
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
適
切
に
利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
公
共
の
安
全
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
、
さ
ら
に
人
や
財
産
の
保
護
に
貢
献
す
る
重
要
な
ツ
ー
ル
と
な
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
（
コ
ー
ド
一
・
三
）。
そ
し
て
、
そ
の
利
用

に
関
し
て
、
適
法
な
目
的
を
追
求
す
る
も
の
（in
 pursuit of leg

itim
ate aim

）
で
あ
り
、
差
し
迫
っ
た
必
要
性
を
充
足
す
る
必
要

（n
ecessary to m

eet a pressin
g
 n
eed

）
が
あ

（
（2
（

り
、
比
例
性
（proportion

ate

）
が
あ
り
、
効
果
（effective

）
が
あ
り
、
か
つ
関
連
す

る
法
的
義
務
が
す
べ
て
遵
守
さ
れ
る
（com

plian
t w
ith
 an
y relevan

t leg
al oblig

ation
s

）
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
公
共
空
間
で
の
公

然
設
置
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
（overt surveillan

ce cam
era

）
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
（
コ
ー
ド
一
・
四
）。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
運
用
コ
ー
ド
は
、「
同
意
に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」（surveillan

ce by 

con
sen
t

）
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
べ
き
と
す
る
。
こ
の
「
同
意
に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」
と
は
、
警
察
官
は
制
服
を
着
用
し

た
市
民
で
あ
り
、
同
じ
地
域
の
市
民
の
治
安
を
維
持
す
る
（police

）
た
め
に
、
当
該
地
域
の
市
民
の
黙
示
の
同
意
（im

plicit con
-

sen
t

）
を
得
て
警
察
権
限
を
行
使
す
る
旨
の
「
同
意
に
基
づ
く
警
察
活
動
」（policin

g
 by con

sen
t

）
と
い
う
観
念
に
類
似
す
る
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
実
質
的
な
趣
旨
は
、
一
般
の
視
点
に
基
づ
く
警
察
活
動
の
適
法
性
が
、
警
察
権
限
の
透
明
性
、
検
察
権
限
行

使
の
際
の
誠
実
性
の
証
明
、
さ
ら
に
権
限
行
使
に
関
す
る
説
明
責
任
か
ら
得
ら
れ
る
、
支
援
の
一
般
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
い
て
い

る
こ
と
の
象
徴
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
（
コ
ー
ド
一
・
五
）。



四
〇
六

関
連
当
局
に
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
運
用
、
そ
こ
か
ら
取
得
さ
れ
た
映
像
や
情
報
の
利
用
・
処
理
に
関

し
て
、
運
用
コ
ー
ド
の
遵
守
義
務
が
生
ず
る
（
コ
ー
ド
一
・
一
一
）。
た
だ
、
こ
の
遵
守
義
務
の
不
履
行
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
自

体
で
は
刑
事
手
続
上
・
民
事
手
続
上
の
責
任
が
生
ず
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
運
用
コ
ー
ド
は
、
刑
事
手
続
・
民
事
手
続
に

お
け
る
証
拠
と
し
て
許
容
さ
れ
、
裁
判
所
・
審
判
所
は
、
そ
う
い
っ
た
手
続
に
お
い
て
問
題
を
判
断
す
る
際
に
は
、
関
連
当
局
に
よ
る

運
用
コ
ー
ド
の
不
遵
守
を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
一
・
一
六
）。

　

⑶　

指
針
原
則
⑴

―
概
要
と
一
二
の
原
則

運
用
コ
ー
ド
の
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
近
時
の
発
展
に
伴
う
影
響
が
念
頭
に
置
か

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
運
用
コ
ー
ド
は
、
一
方
で
は
、
技
術
的
発
展
に
伴
う
、
映
像
・
情
報
の
取
得
、
保
存
、
共
有
お
よ
び
分
析
の

性
能
・
能
力
の
著
し
い
向
上
は
、
公
共
の
安
全
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
・
財
産
の
保
護
、
犯
罪
防
止
・
犯
罪
捜
査
、

お
よ
び
訴
追
の
際
の
有
効
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
の
理
解
に
立
つ
。
さ
ら
に
、
技
術
的
発
展
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
の
望
ま
し

い
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
が
適
法
な
目
的
追
求
の
た
め
で
あ
り
、
差
し
迫
っ
た
必
要
性
を
充
足
す
る
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
、
比
例
的
で
効
果
的
な
解
決
を
与
え
る
も
の
だ
と
す
る
肯
定
的
評
価
を
与
え
て
い
る
（
コ
ー
ド
二
・
一
）。
他
方
、

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
向
上
に
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
可
能
性
が
高
ま
る
潜
在
的
可
能
性
も
伴
う
と

の
評
価
も
な
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
先
に
も
み
た
よ
う
に
、
一
九
九
八
年
人
権
法
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
法
に
編
入
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
権
条
約
第
八
条
の
定
め
る
「
私
生
活
、
家
族
生
活
、
住
居
お
よ
び
通
信
の
尊
重
を
受
け
る
権
利
」
に
対
す
る
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
八
条
の
定
め
る
権
利
は
、
そ
も
そ
も
相
対
的
権
利
（qualified rig

h
t

）
と
さ
れ
、
一
定
の
条
件

の
も
と
で
は
、
権
利
の
制
約
も
許
容
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
二
・
二
）。
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イ
ギ
リ
ス
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
と
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制�

（
都
法
五
十
四-

一
）

以
上
の
認
識
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
運
用
コ
ー
ド
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
す
べ
て
が
、
こ
の
権
利
を
侵
害
す

る
高
度
の
潜
在
的
可
能
性
の
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
お
よ
び
将
来
に
わ
た
り
そ
の
潜
在
的
可
能
性

を
規
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
潜
在
的
可
能
性
を
考
慮
す
る
際
に
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

対
す
る
期
待
（expectation

 of privacy

）
が
可
変
的
で
（varyin

g

）
で
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
勘
案
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
し
つ
つ
、
個
人
が
、
公
共
空
間
に
お
け
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
必
要
性
と
比
例
性
が
存
す
る
と
期
待
す
る
の
は
正
当

で
あ
る
と
す
る
（
コ
ー
ド
二
・
三
）。
そ
れ
ゆ
え
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
利
用
す
る
と
い
う
決
定
は
、
適
法
な
目
的
と

差
し
迫
っ
た
必
要
性
と
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
を
文
書
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
権
利
へ
の
過
度
の
侵
害

を
伴
わ
な
い
よ
う
に
、
侵
害
の
潜
在
的
可
能
性
を
常
に
勘
案
す
べ
き
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
設
置
は
、
必
要
な
期
間
を
超
え
て
長
期
間

継
続
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
（
コ
ー
ド
二
・
四
）。

そ
し
て
、
公
共
の
保
護
（public protection

）
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
も
っ
と
も
適
切
な
権
衡
を
実
現
し
、
そ
れ
に
よ
り
同

意
に
基
づ
く
公
然
た
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
公
共
空
間
に
お

け
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
に
適
用
可
能
な
一
連
の
指
針
原
則
（g

uidin
g
 prin

ciple

）
を
採
用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
（
コ
ー

ド
二
・
五
）。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
一
二
の
指
針
原
則
を
採
用
す
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
（
コ
ー
ド

二
・
六
）。

第
一
原
則　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
使
用
は
、
常
に
、
適
法
な
目
的
の
追
求
と
い
う
特
定
の
目
的
の
た
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま

た
識
別
さ
れ
た
差
し
迫
っ
た
必
要
性
を
充
足
す
る
必
要
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
原
則　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
使
用
は
、
個
人
や
そ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
影
響
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
使
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用
が
常
に
正
当
な
も
の
で
あ
る
旨
を
確
認
す
る
た
め
の
定
期
監
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
原
則　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
使
用
の
際
に
は
、
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
不
服
申
立
を
す
る
た
め
の
窓
口
の
公
表
を
含
め
、
可
能

な
限
り
透
明
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
原
則　

映
像
お
よ
び
情
報
の
収
集
、
保
管
お
よ
び
利
用
を
含
め
た
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
運
営
す
べ
て
に
関
す
る
明
確
な
責

任
（respon

sibility an
d accoun

tability

）
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
原
則　

明
確
な
ル
ー
ル
、
指
針
お
よ
び
手
続
が
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
の
使
用
開
始
前
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
遵
守
す
る
必
要

の
あ
る
者
全
員
に
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
原
則　

映
像
お
よ
び
情
報
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
一
定
の
目
的
に
と
っ
て
厳
密
に
必
要
と
さ
れ
る
程
度
を
超
え
て
保
管
さ

れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
目
的
の
達
成
後
は
、
当
該
映
像
お
よ
び
情
報
は
削
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
原
則　

保
管
映
像
お
よ
び
情
報
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
可
能
な
者
お
よ
び
許
容
さ
れ
る
ア
ク
セ
ス
目
的

に
関
し
て
明
確
に
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
映
像
お
よ
び
情
報
の
開
示
は
、
定
め
ら
れ
た
目
的
ま
た
は
法
執
行
目
的
に

必
要
な
場
合
に
の
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
八
原
則　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
シ
ス
テ
ム
や
そ
の
目
的
や
機
能
に
関
連
す
る
何
ら
か
の
認
定
運
営
基
準
、

技
術
基
準
お
よ
び
適
格
性
基
準
（com

peten
cy stan

dard
）
に
つ
い
て
、
当
該
諸
基
準
の
充
足
お
よ
び
維
持
を
す
る
よ
う
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

第
九
原
則　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
映
像
お
よ
び
情
報
は
、
無
権
限
ア
ク
セ
ス
や
無
権
限
使
用
に
対
す
る
防
護
策
を
講
ず
る
た
め
の

適
切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
手
段
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。

第
一
〇
原
則　

法
的
要
件
、
指
針
お
よ
び
基
準
が
実
務
に
お
い
て
遵
守
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
、
有
効
な
審
査
お
よ
び
監
査
（review

 an
d 

audit

）
が
な
さ
れ
、
定
期
的
な
報
告
書
が
公
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
一
原
則　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
使
用
が
、
適
法
な
目
的
お
よ
び
差
し
迫
っ
た
必
要
性
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
、
証
拠
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価
値
（eviden

tal value

）
の
あ
る
映
像
お
よ
び
情
報
の
処
理
と
い
う
目
的
で
、
公
共
の
安
全
お
よ
び
法
執
行
を
維
持
す
る
の
に
も
っ
と
も
効

果
的
な
態
様
で
使
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
一
二
原
則　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
維
持
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
照
合
目
的
で
の
参
照
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
一
致
す
る
あ
ら
ゆ

る
情
報
は
、
正
確
で
、
最
新
の
も
の
に
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
原
則
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
使
用
の
決
定
に
際
し
て
考
慮
す
べ
き
指
針
（
第
一
原
則
な
い
し
第

四
原
則
）
と
設
置
後
に
当
該
シ
ス
テ
ム
か
ら
取
得
さ
れ
た
映
像
そ
の
他
の
情
報
の
利
用
・
処
理
に
関
す
る
指
針
（
第
五
原
則
な
い
し
第

一
二
原
則
）
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。

以
上
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
若
干
敷
衍
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

⑷　

指
針
原
則
⑵

―
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
使
用

第
一
原
則
は
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
公
共
空
間
で
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
の
運
営
に
は
、
適
法
な
目
的

を
追
求
し
差
し
迫
っ
た
必
要
性
に
対
処
す
る
と
い
う
明
確
に
定
め
ら
れ
た
目
的
が
常
に
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
定
め
る
。
具
体

的
に
は
、
国
家
安
全
保
障
、
公
共
の
安
全
、
国
の
経
済
的
福
祉
、
秩
序
紊
乱
や
犯
罪
の
予
防
、
健
康
も
し
く
は
道
徳
の
保
護
、
他
人
の

権
利
・
自
由
の
保
護
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
三
・
一
・
一
）。
シ
ス
テ
ム
が
以
上
の
目
的
を
充
足
し
て
い
る
か
の
評
価

や
、
そ
の
た
め
の
適
正
な
技
術
的
解
決
を
設
計
す
る
に
際
し
て
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
当
該
目
的
が
犯
罪
の
予
防
、
認
知
お

よ
び
捜
査
と
な
っ
て
お
り
、
ユ
ー
ザ
ー
が
警
察
や
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
場
合
に
は
、
映
像
使
用
者
（en

d user

）
の
要
求
を
常

に
考
慮
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
三
・
一
・
二
）。
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第
二
原
則
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
可
変
的
で
主
観
的
な
期
待
を
人
々
が
有
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
。
た
と
え
ば
、
公

共
空
間
で
あ
っ
て
も
、
ト
イ
レ
や
更
衣
室
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
し
て
特
に
高
い
期
待
が
認
め
ら
れ
る
空
間
へ
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
は
、
よ
り
侵
害
的
で
な
い
手
段
で
は
対
処
し
え
な
い
よ
う
な
特
に
重
大
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
使
用
に

と
ど
め
る
べ
き
で
あ
り
、
設
置
し
た
際
に
は
必
要
性
の
存
続
を
確
証
す
る
た
め
、
少
な
く
と
も
年
一
回
と
い
う
頻
度
で
の
定
期
的
な
審

査
対
象
を
要
す
る
と
す
る
（
コ
ー
ド
三
・
二
・
一
）。
ま
た
、
公
共
空
間
で
の
音
声
録
音
に
関
し
て
は
、
比
例
性
立
証
の
た
め
に
必
要

性
に
関
し
て
確
固
た
る
正
当
化
が
要
求
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
し
、
会
話
録
音
は
、
侵
害
の
可
能
性
が
高
く
正
当
化
さ
れ
る
可
能
性

も
低
い
た
め
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
で
は
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
強
く
推
定
さ
れ
る
と
す
る
（
コ
ー
ド
三
・
二
・
二
）。

こ
れ
に
対
し
、
顔
認
証
な
ど
の
生
体
認
証
シ
ス
テ
ム
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
目
的
を
充
足
す
る
た
め
の
明
確
な
正
当
化
と
比

例
性
と
が
必
要
と
な
り
、
ま
た
適
切
な
検
証
が
必
要
と
な
る
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
、

当
該
シ
ス
テ
ム
検
証
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
源
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
三
・
二
・
三
）。

そ
し
て
、
以
上
に
示
し
た
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
適
切
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影
響
評
価
プ
ロ
セ
ス
（privacy im

-

pact assessm
en
t process

）
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
そ
の
際
に
は
、
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
・
オ
フ
ィ
ス
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
影

響
評
価
に
関
す
る
包
括
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

（
（2
（

等
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
三
・
二
・
四
お
よ

び
三
・
二
・
五
）。

第
三
原
則
は
、
不
服
申
立
て
手
続
な
ど
を
含
め
、
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
使
用
に
関
し
て
可
能
な
限
り
の
透
明
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

を
要
求
す
る
。
公
共
空
間
に
い
る
人
が
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
「
同
意

に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
観
念
を
支
え
る
も
の
と
な
り
（
コ
ー
ド
三
・
三
・
一
）、
こ
う
い
っ
た
透
明
性
や
シ
ス
テ
ム
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
側
の
説
明
責
任
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
（
コ
ー
ド
三
・
三
・
二
）。
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
シ



四
一
一

イ
ギ
リ
ス
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
と
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制�

（
都
法
五
十
四-

一
）

ス
テ
ム
の
目
的
、
運
営
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
定
期
的
な
情
報
公
開
の
た
め
事
前
に
方
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
し
（
コ
ー
ド
三
・

三
・
四
）、
シ
ス
テ
ム
の
運
営
等
に
関
わ
る
事
後
的
な
情
報
開
示
も
考
慮
す
べ
き
と
さ
れ
る
（
コ
ー
ド
三
・
三
・
五
）。
た
だ
し
、
以
上

は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
の
正
確
な
設
置
位
置
を
開
示
す
る
と
法
執
行
ま
た
は
国
家
安
全
保
障
の
利
益
に
相
反
す
る
場
合
に
ま
で
、

常
に
開
示
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
三
・
三
・
六
）。
不
服
申
立
て
に
関
す
る
調

査
や
解
決
に
つ
い
て
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
制
定
法
上
の
責
務
を
何
ら
負
う
者
で
は
な
い
が
、
シ
ス
テ
ム

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
の
情
報
共
有
の
た
め
の
準
備
を
す
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
コ
ー
ド
三
・
三
・
一
二
）。

そ
し
て
、
第
四
原
則
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
関
す
る
明
確
な
責
任
体
制
の
確
立
を
求
め
て
い
る
。

　

⑸　

指
針
原
則
⑶

―
取
得
映
像
・
情
報
の
利
用
・
処
理

第
五
原
則
以
下
は
、
設
置
さ
れ
た
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
か
ら
取
得
さ
れ
た
映
像
の
利
用
・
処
理
に
関
す
る
指
針
原
則

で
あ
る
。
順
次
概
観
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

第
五
原
則
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
使
用
開
始
前
に
、
明
確
な
ル
ー
ル
、
指
針
（policy

）
お
よ
び
手
続
を
定
め
、
関
係
者
に

告
知
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
運
用
コ
ー
ド
は
、
こ
れ
ら
の
制
定
に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
の
効
果
的
な
運
営
や
使
用
を
促
進
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
使
用
に
影
響
を
及
ぼ
す
法
的
義
務
へ
の
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
保
証
を
促
進
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
顕
著
な

利
点
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
位
置
づ
け
る
（
コ
ー
ド
四
・
五
・
一
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
等
の
告
知
が
、
シ
ス
テ
ム
ユ
ー
ザ
ー

に
対
す
る
継
続
的
な
専
門
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
一
部
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
、
適
切
な
実
務
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
コ
ー
ド
四
・

五
・
三
）。
シ
ス
テ
ム
ユ
ー
ザ
ー
の
役
割
や
責
任
に
関
連
し
て
適
用
可
能
な
職
能
基
準
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
が
公
共
空
間
を
対
象
と
す
る
場
合
に
は
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
二
〇
〇
一



四
一
二

年
警
備
業
法
（P

rivate S
ecurity In

dustry A
ct 2001

）
の
定
め
る
、
警
備
業
監
督
局
（S

ecurity In
dustry A

uth
ority

）
の
認
定
ラ

イ
セ
ン
ス
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
ラ
イ
セ
ン
ス
）
の
要
件
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
四
・
五
・
六
お
よ
び
四
・
五
・

七
）。第

六
原
則
は
、
取
得
映
像
・
情
報
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
定
め
る
。
一
般
論
と
し
て
、
取
得
時
に
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
目
的
に
と
っ

て
厳
密
に
必
要
な
期
間
を
超
え
て
保
存
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
旨
を
定
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
期
間
は
事
前
に
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、
必

要
最
短
期
間
に
す
べ
き
と
す
る
。
た
だ
そ
れ
は
、
す
で
に
一
九
九
八
年
情
報
保
護
法
の
定
め
る
要
件
で
も
あ

（
（2
（

り
、
詳
細
な
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
定
め
た
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー

（
（2
（

ド
を
参
照
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
四
・
六
・
一
）。
ま
た
、

法
執
行
機
関
が
犯
罪
捜
査
に
用
い
る
場
合
な
ど
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
保
存
期
間
を
超
え
て
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ

て
い
る
（
コ
ー
ド
四
・
六
・
三
）。
デ
ー
タ
保
存
期
間
は
、
シ
ス
テ
ム
の
目
的
の
相
違
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
一
律
に
決
め
る
こ
と
は

で
き
ず
、
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
は
、
経
験
に
基
づ
き
保
存
期
間
を
設
定
し
な
お
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合

に
も
比
例
性
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
、
稀
に
し
か
な
い
例
外
的
ケ
ー
ス
を
基
準
に
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド

四
・
六
・
二
）。

第
七
原
則
は
、
取
得
デ
ー
タ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
ア
ク
セ
ス
に
制
限
が
な
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
明
確
な
ル
ー
ル

が
定
め
ら
れ
、
映
像
・
情
報
の
開
示
は
設
置
目
的
ま
た
は
法
執
行
目
的
に
必
要
な
場
合
に
限
ら
れ
る
べ
き
、
と
い
う
基
本
原
則
を
定
め

る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
が
開
示
を
許
容
す
る
場
合
や
、
二
〇
〇
八
年
反
テ
ロ
リ
ズ
ム
法
（C

oun
ter T

error-

ism
 A
ct 2008

）
な
ど
の
他
の
法
律
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
適
切
た
り
う
る
が
、
実
質
的
に
は
、
開
示
し
な
い
こ
と

が
、
犯
罪
予
防
や
犯
罪
認
知
を
損
な
う
可
能
性
が
あ
る
場
合
や
、
国
家
安
全
保
障
の
目
的
の
た
め
で
あ
る
場
合
な
ど
が
含
ま
れ
る
と
さ

れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
四
・
七
・
一
）。
そ
の
他
に
は
、
財
産
侵
害
の
被
害
者
な
ど
、
第
三
者
に
対
す
る
映
像
の
開
示
が
適
切
で
あ
り
う



四
一
三

イ
ギ
リ
ス
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
と
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制�

（
都
法
五
十
四-

一
）

る
と
い
う
限
ら
れ
た
場
合
も
存
在
し
う
る
が
、
そ
の
要
求
に
応
ず
る
際
、
広
範
な
開
示
は
関
係
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
不
当

な
侵
害
と
な
り
う
る
の
で
、
取
扱
い
に
注
意
を
要
し
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
に
従
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
（
コ
ー
ド
四
・

七
・
二
）。
そ
し
て
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
開
示
請
求
の
扱
い
に
つ
い
て
明
確
な
指
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
導
入
す
べ
き
で

あ
り
（
コ
ー
ド
四
・
七
・
三
）、
開
示
に
関
す
る
判
断
は
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
す
べ
き
で
あ
り
、
裁
判
所
の
命
令
や
情
報
ア
ク

セ
ス
権
な
ど
の
優
越
的
な
法
的
義
務
が
存
し
な
い
限
り
、
請
求
を
拒
否
す
る
裁
量
権
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
他
機
関
に
映
像
を
開
示
し
た

場
合
、
当
該
映
像
の
コ
ピ
ー
に
関
し
て
は
受
領
者
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る
（
コ
ー
ド
四
・
七
・
四
）。
ま
た
、
個
人
に

よ
る
映
像
・
情
報
の
開
示
請
求
は
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
に
基
づ
く
デ
ー
タ
主
体
（data subject

）
と
し
て
、
ま
た
、
公
的

機
関
に
よ
る
開
示
請
求
は
、
二
〇
〇
〇
年
情
報
自
由
法
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
う
る
が
、
い
ず
れ
に
関
し
て

も
詳
細
に
つ
い
て
は
、
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
を
参
照
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
四
・
七
・

五
お
よ
び
四
・
七
・
六
）。

第
八
原
則
は
、
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
関
連
す
る
認
定
運
営
基
準
、
技
術
基
準
お
よ
び
適
格
基
準
を
充
足
・
維
持
す
る
こ
と
を
求
め

る
。第

九
原
則
は
、
取
得
映
像
や
情
報
に
対
す
る
無
権
限
ア
ク
セ
ス
や
無
制
限
使
用
に
対
す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
し
て
定
め
る
が
、

こ
れ
は
、
映
像
や
情
報
の
証
拠
能
力
の
保
全
や
、
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
一
般
の
信
頼
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
四
・
九
・
一
）。
映
像
・
情
報
の
保
存
や
そ
れ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
指
針
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
措
置
な
ど
に
関
し
て
は
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
や
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
の
趣
旨
に
則
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る

（
コ
ー
ド
四
・
九
・
二
お
よ
び
四
・
九
・
三
）。

そ
し
て
、
第
一
〇
原
則
で
は
、
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
法
的
要
件
、
指
針
お
よ
び
基
準
が
実
務
的
に
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
証



四
一
四

す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
定
期
的
な
審
査
・
監
査
を
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
べ
き
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

第
一
一
原
則
は
、
取
得
映
像
・
情
報
の
証
拠
価
値
（eviden

tial value

）
と
い
う
観
点
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
確
保
の
必
要
性

を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
は
、
設
置
目
的
に
と
っ
て
適
切
な
質
を
も
っ
て
、
映
像
・
情
報
を
取
得
、
処
理
、
分

析
、
保
存
す
る
能
力
に
依
拠
す
る
の
で
あ
り
、
設
置
目
的
に
犯
罪
の
防
止
、
認
知
、
捜
査
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
映
像
使
用
者

（en
d user

）
に
な
る
可
能
性
の
高
い
警
察
や
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
要
請
は
、
以
上
の
能
力
が
備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
効

果
的
に
機
能
し
う
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
す
る
（
コ
ー
ド
四
・
一
一
・
一
）。
そ
し
て
、
記
録
映
像
や
情
報
の
フ
ォ
レ
ン

ジ
ッ
ク
的
な
完
全
性
や
、
設
置
目
的
に
と
っ
て
の
有
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
た
と
え
ば
信
頼
で
き
る
メ
タ
デ
ー
タ
の
記
録
や
デ
ー

タ
圧
縮
に
よ
る
映
像
の
質
の
劣
化
防
止
な
ど
に
重
要
性
が
認
め
ら
れ
る
し
、
デ
ジ
タ
ル
映
像
や
関
連
情
報
が
、
適
切
な
法
執
行
機
関
と

容
易
に
共
有
で
き
る
よ
う
な
互
換
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
す
る
（
コ
ー
ド
四
・
一
一
・
二
な
い
し
四
・
一
一
・
四
）。

最
後
に
、
第
一
二
原
則
は
、
自
動
ナ
ン
バ
ー
読
取
装
置
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
や
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス

テ
ム
以
外
か
ら
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
な
ど
を
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
、
基
礎
デ
ー
タ
が
シ
ス
テ
ム
設
置
目
的
に
適
合
し
て

い
る
旨
を
保
証
す
る
た
め
の
通
常
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
で
あ
る
と
し
（
コ
ー
ド
四
・
一
二
・
一
）、
参
照
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
個

人
情
報
を
含
め
る
た
め
の
明
確
な
指
針
を
定
め
る
な
ど
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
（
コ
ー
ド
四
・
一
二
・
二
）。
そ
し
て
、
参
照

用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
個
人
情
報
の
扱
い
が
、
密
行
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
に
該
当
し
う
る
場
合
は
あ
り
う
る
と
し
、
そ
の
際
に
は
、
二
〇
〇

〇
年
調
査
権
限
規
制
法
の
対
象
と
な
り
、
内
務
省
策
定
の
「
秘
密
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
お
よ
び
財
産
侵
害
運
用
コ
ー
ド
」（C

overt S
ur-

veillan
ce an

d P
roperty In

terferen
ce C
ode of P

ractice

）
や
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
・
オ
フ
ィ
ス
の
策
定
す
る
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
参
照
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
四
・
一
二
・
三
）。



四
一
五

イ
ギ
リ
ス
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
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頭
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⑹　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

最
後
に
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
は
、
自
由
保
護
法
三
四
条
に
基
づ
き
任
命
さ
れ
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
（
以
下
、「
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
」
と
す
る
）
の
任
務
に
つ
い
て
敷
衍
す
る
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
自
由
保
護
法
で
は
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
任
務
は
、
①
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
遵
守
を
奨
励
し
、
②
同
運
用
コ
ー
ド
を
審
査
し
、
③
同
運

用
コ
ー
ド
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
で
あ
る
と
定
め
る
。
運
用
コ
ー
ド
で
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
以
上
の
任
務
を
効
果

的
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
や
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
首
席
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
含
む
他
の
規
制
官
（reg

ulator

）
と

綿
密
に
連
携
し
な
が
ら
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
五
・
二
）。

他
方
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
は
、
い
か
な
る
執
行
権
限
も
調
査
権
限
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
任
務
と
し
て
は
、

運
用
コ
ー
ド
の
遵
守
を
奨
励
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
し
、
運
営
コ
ー
ド
を
審
査
し
、
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
な
ど
に
重
点
が

置
か
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
五
・
三
な
い
し
五
・
六
）。
そ
し
て
、
自
由
保
護
法
に
も
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ナ
ー
の
任
務
遂
行
に
つ
い
て
の
報
告
書
の
作
成
・
提
出
・
公
刊
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
五
・
八
お
よ
び
五
・

九
）。3　

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
と
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド

　

⑴　

二
つ
の
運
用
コ
ー
ド

や
や
紙
数
を
費
や
し
た
が
、
以
上
が
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
案
の
概
要
で
あ
る
。

ま
ず
、
同
運
用
コ
ー
ド
の
位
置
づ
け
を
み
る
と
、
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
策
定
し
た
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
に
全
面
的
に
取
っ
て



四
一
六

代
わ
る
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
が
、
一
部
の
例
外
を
除
い

（
（2
（

て
、
広
く
（
街
頭
）
防
犯
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
を
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
は
、
自
由
保
護
法
の
適
用
対
象
と
な
る
関
連
当
局

の
関
与
す
る
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
由
保
護
法
の
適
用
対
象
と
な
ら
な
い
、
民
間
部
門
の
み
に

よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
は
、
従
来
と
同
様
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
に
よ
る
規
制
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
を
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
を
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
、
シ
ス
テ
ム
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
が
遵
守
す
べ
き
一
二
の
指
針
原
則
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
指
針
原
則
の
前
半
の
三
分
の
一
は
、
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
設
置
・
使
用
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
取
得
中
心
」
の

基
準
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
し
か
に
、
従
来
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
設
置
表
示
や
カ
メ

ラ
設
置
場
所
に
関
す
る
言
及
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
取
得
中
心
基
準
の
視
点
が
な
い
わ
け
で
は
な

（
（3
（

い
。
し
か
し
、
同
コ
ー
ド
は
、
も
と
も

と
「
デ
ー
タ
保
護
法
」
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
映
像
等
の
取
得
デ
ー
タ
の
扱
い
に
関
す
る

「
管
理
・
利
用
中
心
」
の
基
準
に
よ
っ
て
規
制
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
性
格
が
強
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
指
針
原
則
に
つ
い
て
も
、
全
体
の
三
分
の
二
は
「
管
理
・
利
用
」
に
関
す
る
基
準
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
デ
ー

タ
取
得
の
観
点
が
、
よ
り
重
視
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
の
評
価
も
な
し
う
る
よ
う
に
思
わ
れ

（
（3
（

る
。

　

⑵　

防
犯
カ
メ
ラ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
高
度
化
に
対
す
る
運
用
コ
ー
ド
の
ス
タ
ン
ス

初
代
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
レ
ニ
ソ
ン
は
、
就
任
翌
月
の
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対

し
、
〇
・
五
マ
イ
ル
（
約
八
〇
五
メ
ー
ト
ル
）
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
人
の
顔
を
識
別
し
追
跡
す
る
こ
と
の
で
き
る
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
が
、
イ
ギ
リ
ス
を
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
社
会
へ
と
変
容
さ
せ
て
し
ま
う
と
警
告
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
約
一
八
五
万
台
の
高
精



四
一
七

イ
ギ
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細
度
カ
メ
ラ
（h

ig
h
-defin

ition
 cam

era

）
を
用
い
た
防
犯
カ
メ
ラ
が
、
イ
ギ
リ
ス
（U
n
ited K

in
g
dom

）
全
土
で
展
開
さ
れ
、
こ
の

よ
う
に
次
第
に
高
性
能
化
す
る
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
権
法
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
の
懸
念
を

表
明
し
て
い

（
（3
（

た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
ス
タ
ン
ス
を
み
る
と
、
た
し
か
に
、
生
体
認
証
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す

る
際
に
は
、
シ
ス
テ
ム
設
置
に
関
す
る
一
定
の
目
的
を
充
足
す
る
明
確
な
正
当
化
と
比
例
性
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
よ
り
厳
格
な
設

置
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
参
照
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
明
確
な
指
針
の
必
要
性
等
の
指
摘
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

（
（3
（

る
。

し
か
し
、
生
体
認
証
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
使
用
そ
の
も
の
を
禁
止
す
る
と
い
う
態
度
に
は
出
て
い
な
い
。
ま
た
、
文
面
を
み
る
限
り
、
映

像
の
高
精
細
化
に
特
化
し
た
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

⑶　

二
つ
の
運
用
コ
ー
ド
の
「
共
通
点
」

ま
た
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
が
、
い
わ
ば
「
一
般
的
」
に
し
か
定
め
て
い

な
い
事
項
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な
定
め
が
な
さ
れ
て
い
る
部
分
も
存
す
る
。
た
と
え
ば
、
取
得
し
た
映
像
や
情
報
の
「
証
拠
価

値
」
の
保
全
と
い
う
点
に
関
し
て
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
が
「
記
録
素
材
は
、
映
像
の
完
全
性
が
維
持
さ
れ
る
方
法
で
保
管
す
べ
き

で
あ
る
。
…
…
映
像
の
記
録
メ
デ
ィ
ア
の
保
管
法
を
注
意
深
く
選
択
し
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
を
確
実
に
制
限
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
映
像
保
管
の
完
全
性
確
保
の
必
要
性
を
述
べ
る
の
に
対
し
（
同
コ
ー
ド
八
・
一
節
）、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ

ー
ド
で
は
、
警
察
等
の
映
像
利
用
者
（en

d user

）
の
要
請
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
保
管
の
完
全
性
に
加
え
て
、
信

頼
で
き
る
形
で
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
記
録
や
、
記
録
の
デ
ー
タ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
関
す
る
互
換
性
の
確
保
な
ど
「
フ
ォ
レ
ン
ジ
ッ
ク
的
な

完
全
性
」
が
、
よ
り
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
同
コ
ー
ド
四
・
一
一
・
一
な
い
し
四
・
一
一
・

（
（3
（
四
）。



四
一
八

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
と
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
と
に
は
、
む
し
ろ
、
共
通
す
る
部
分
が
比
較
的

多
い
と
い
う
評
価
も
可
能
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
取
得
し
た
映
像
・
情
報
の
保
存
期
間
や
、
個
人
か
ら
の
（
デ
ー
タ
主
体

と
し
て
の
）
映
像
の
開
示
請
求
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
で
定
め
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
そ
の
ま
ま
援
用
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

（
（3
（

る
。

4　

小　
　

括

―
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
実
体
的
内
容

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
国
務
大
臣
の
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
あ

た
っ
て
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
や
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
と
な
ら
ん
で
、
警
察
な
ど
、
捜
査
や
刑
事
司
法

で
映
像
を
使
用
す
る
者
と
の
協
議
を
経
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ

ム
の
設
置
目
的
の
達
成
と
効
果
的
な
運
用
の
た
め
に
、
警
察
な
ど
の
映
像
使
用
者
の
要
請
を
勘
案
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
少
な
く
と
も
文
面
を
み
る
か
ぎ
り
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
現
実
的
な
必
要
性
に
つ
い
て
、
か
な
り
配
慮
し
た
内
容
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
執
筆
時
点
で
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
は
、
議
会
の
肯
定
的
手
続
（affirm

ative resolution
 procedure

）
を

経
て
は
い
な
い
た
め
、
い
ま
だ
確
定
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
み
る
な
ら
ば
、
従
来
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
根
本
的
な

変
革
を
意
図
し
た
も
の
と
ま
で
は
評
価
し
え
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
関
連
当
局
の
設
置
す
る
カ
メ
ラ

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
一
部
規
制
内
容
を
よ
り
具
体
化
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
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ま
と
め
に
代
え
て

本
稿
で
は
、
不
十
分
な
が
ら
も
、
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
（
案
）
に

よ
る
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制
の
新
た
な
動
向
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
て
き
た
。
最
後
に
、
わ
が
国

に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
法
的
規
制
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と
な
り
う
る
点
に
つ
い
て
簡
単
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た

（
（3
（

い
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
に
よ
り
取
得
し
た
映
像
が
個
人
デ
ー
タ
に
あ
た
い
う
る
こ
と
を
前
提
に
、

デ
ー
タ
保
護
法
の
枠
組
み
で
の
規
制
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
設
置
主
体
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
程
度
以
上
の
性
能
を

備
え
た
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
す
べ
て
を
規
制
対
象
に
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
運
用
を
み
る
と
、
デ
ー

タ
保
護
法
を
所
掌
す
る
情
報
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
に
十
分
な
リ
ソ
ー
ス
が
与
え
ら
れ
て
な
く
、
十
分
な
実
効
性
が
な
い
と
評
価
す
る
向
き

も
あ

（
（3
（

る
。

そ
れ
ゆ
え
、
自
由
保
護
法
や
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
に
よ
る
規
制
は
、
警
察
等
の
関
連
当
局
が
設
置
に
関
与
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
（
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
、
強
化
さ
れ
た
治
安
対
策
と
人
権
保
障
と
の
相
克

が
よ
り
先
鋭
な
形
で
顕
在
化
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
ひ
と
ま
ず
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
実
効
性
を

高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
評
価
を
入
れ
る
余
地
も
あ
ろ

（
（3
（

う
。
以
上
に
加
え
て
、
同
運
用
コ
ー
ド
で
は
、
自
由
保
護
法
の
適
用

対
象
組
織
を
拡
大
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
お
り
（
コ
ー
ド
一
・
八
）、
ま
た
、
同
法
の
適
用
対
象
と
は
な
ら
な
い
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
も
、
同
コ
ー
ド
の
任
意
の
採
用
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
（
コ
ー
ド
一
・
一
三
）
こ
と
か
ら
も
、
関
連
当
局
の
関
与
す

る
カ
メ
ラ
規
制
を
い
わ
ば
「
て
こ
」
に
し
て
、
よ
り
実
効
的
な
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
範
囲
を
拡
げ
よ
う
と
す
る
趣
旨
を
伺
う
こ
と
が
で



四
二
〇

き

（
（3
（

る
。
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
の
内
容
が
、
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
の
内
容
を
根
本
的
に
改
め
よ
う
と
し
て
い
る
も
の

と
は
思
わ
れ
な
い
と
い
う
事
情
も
、
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

な
お
、
以
上
の
点
に
関
連
し
て
、
運
用
コ
ー
ド
の
基
本
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、
公
共
空
間
で
の
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
設

置
が
許
容
さ
れ
る
場
合
の
視
点
（
適
法
な
目
的
の
追
求
、
差
し
迫
っ
た
必
要
性
を
満
た
す
必
要
、
比
例
性
、
効
果
、
お
よ
び
法
的
義
務

の
遵

（
（4
（

守
）
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
大
阪
地
判
平
成
六
年
四
月
二
七
日
（
判
時
一
五
一
五
号
一
一
六
頁
、
判
タ
八
六
一
号
一
六
〇
頁
）
で

示
さ
れ
た
許
容
要
件
（
①
目
的
の
正
当
性
、
②
客
観
的
・
具
体
的
必
要
性
、
③
設
置
状
況
の
妥
当
性
、
④
設
置
・
使
用
の
有
効
性
、
⑤

使
用
方
法
の
相
当
性
〔
大
阪
地
裁
五
要

（
（4
（

件
〕）
と
の
間
に
、
実
質
的
な
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
興
味
深
い
。
そ
う
い
っ
た
側
面
に

お
い
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
公
共
空
間
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
許
容
要
件
の
精
緻
化
に
と
っ
て
も
、
参
考
に
な
る
点
は
多
い
と
思

わ
れ
る
。

他
方
で
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
運
用
コ
ー
ド
に
関
し
て
み
る
と
、
ま
ず
手
続
面
に
お
い
て
、
そ
の
作
成
段
階
に
お
い
て
協
議
を

す
る
関
係
機
関
に
は
、
警
察
本
部
長
協
会
も
含
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
実
体
面
に
お
い
て
も
、
生
体
認
証
技
術
な
ど
の
高
度
な
機
能

を
備
え
た
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
一
律
に
禁
止
す
る
と
い
っ
た
ス
タ
ン
ス
は
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
警
察
の
捜
査
や
刑
事
司
法
に

お
け
る
証
拠
と
し
て
有
益
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
な
ど
、
法
執
行
や
国
家
安
全
保
障
の
観
点
は
か
な
り
重
視
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

自
由
保
護
法
の
制
定
を
公
約
と
し
た
保
守
自
民
連
立
政
権
の
政
策
綱
領
で
は
、
そ
れ
と
な
ら
ん
で
、
犯
罪
対
策
や
警
察
活
動
の
強
化
も

同
時
に
公
約
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
防
犯
カ
メ
ラ
に
直
接
関
係
す
る
項
目
は
な
い
が
）
こ
と
に
も
留
意
が
必
要
で
あ

（
（4
（

る
。
今
後
、

わ
が
国
に
お
い
て
、
犯
罪
防
止
や
テ
ロ
対
策
な
ど
の
社
会
安
全
の
た
め
に
い
か
な
る
コ
ス
ト
負
担
ま
で
を
許
容
す
る
の
か
と
い
う
、
合

理
的
な
社
会
安
全
政
策
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
た
め
の
一
つ
の
施
策
と
い
う
観
点
で
も
、
興
味
深
い
比
較
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
思
わ

れ

（
（4
（

る
。



四
二
一

イ
ギ
リ
ス
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
と
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制�

（
都
法
五
十
四-

一
）

い
ず
れ
に
せ
よ
、
以
上
に
み
た
イ
ギ
リ
ス
の
防
犯
カ
メ
ラ
規
制
の
新
た
な
動
向
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
運

用
状
況
も
含
め
て
、
今
後
の
展
開
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
機
会
を
得
て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）　

拙
著
﹃
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
﹄（
二
〇
一
二
年
）
八
五
頁
以
下
。
ま
た
、
同
書
九
三
頁
注
（
33
）
お
よ
び
一
二
一
頁
参
照
。

（
2
）　

B
. J. G

O
O

L
D, C

C
T

V A
N

D P
O

L
IC

IN
G: P

U
B

L
IC A

R
E

A S
U

R
V

E
IL

L
A

N
C

E A
N

D P
O

L
IC

E P
R

A
C

T
IC

E IN B
R

IT
A

IN, 16 (2004).

（
3
）　

H
om

e O
ffice, P

rotection
 of F

reed
om

s A
ct 2012 -  S

ta
tu

tory C
on

su
lta

tion
 over th

e S
u

rveilla
n

ce C
a

m
era

 C
od

e of P
ra

c -

tice, 3 (2013) <
https://w

w
w

.gov.uk/governm
ent/uploads/system

/uploads/attachm
ent_data/file/157905/consultation

-docum
ent.

pdf>
.

（
4
）　

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
拙
著
・
前
掲
注
（
1
）
書
三
頁
以
下
。

（
5
）　

拙
著
・
前
掲
注
（
1
）
書
八
頁
。

（
6
）　

同
右
九
二
頁
以
下
。

（
7
）　

同
右
八
一
頁
以
下
お
よ
び
一
六
五
頁
。

（
8
）　

同
右
七
頁
。

（
9
）　

T
h

e C
oa

lition
 : O

u
r P

rogra
m

m
e for G

oern
m

en
t, H

M
 G

overnm
ent M

ay 2010, at 11 <
http://w

w
w

.cabinetoffice.gov.uk/sites/

default/files/resources/coalition_program
m

e_for_governm
ent.pdf>

.

（
10
）　

河
島
太
朗
「︻
イ
ギ
リ
ス
︼
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
の
制
定
」
外
国
の
立
法
二
五
三
―
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
六
頁
清
野
憲
一
「
英
国
刑
事

法
務
事
情
�
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
三
三
号
（
二
〇
一
二
年
）
八
一
頁
。
な
お
、
自
由
保
護
法
案
に
関
し
て
、B

. V
O

N S
ILVA-T

A
R

O
U

C
A L

A
R

S-

E
N, S

E
T

T
IN

G T
H

E W
A

T
C

H: P
R

IVA
C

Y A
N

D T
H

E E
T

H
IC

S O
F C

C
T

V S
U

R
V

E
IL

L
A

N
C

E 177 (2011)

、
清
野
憲
一
「
英
国
刑
事
法
務
事
情
�
」
刑
事
法
ジ

ャ
ー
ナ
ル
二
四
号
（
二
〇
一
〇
年
）
六
八
頁
、
江
島
晶
子
「
現
代
社
会
に
お
け
る
﹃
公
共
の
福
祉
﹄
論
と
人
権
の
再
生
力

―G
illa

n

事
件
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
判
決
（
警
察
に
よ
る
停
止
・
捜
索
）
と
自
由
保
護
法
案

―
」
明
治
大
学
法
科
大
学
院
論
集
一
〇
号
（
二
〇
一
二
年
）

七
七
頁
、
一
〇
二
頁
以
下
も
参
照
。

（
11
）　

そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
た
と
え
ば
、
一
九
八
四
年
警
察
お
よ
び
刑
事
証
拠
法
（P

olice and C
rim

inal E
vidence A

ct 1984

）
で

規
定
さ
れ
て
い
る
、
犯
歴
登
録
犯
罪
（recordable offence

）
で
逮
捕
、
訴
追
、
ま
た
は
有
罪
と
さ
れ
た
者
か
ら
採
取
さ
れ
た
指
紋
や
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
無
制
約
に
保
存
で
き
る
と
す
る
現
行
の
枠
組
み
を
置
き
換
え
る
も
の
で
あ
る
。H

om
e O

ffice, P
rotection

 of F
reed

om
s 



四
二
二

A
ct 2012 -  E

x
p

la
n

a
tory N

otes, 2012, para 5 (hereinafter “ E
x

p
ln

a
tory N

otes”). 

自
由
保
護
法
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
資
料
に
関
す
る
部
分
に
つ

い
て
、
末
井
誠
史
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
め
ぐ
る
論
点
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
七
二
二
号
（
二
〇
一
一
年
）
六
頁
以
下
。

（
12
）　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
＝
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
学
校
で
は
、
校
内
へ
の
立
ち
入
り
や
出
席
管
理
、
図
書
の
貸
出
し
記
録
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
の
配
膳
記

録
な
ど
の
目
的
で
自
動
指
紋
認
証
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
使
用
し
て
い
る
。E

x
p

ln
a

tory N
otes, para 27.

（
13
）　

二
〇
〇
〇
年
調
査
権
限
規
制
法
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
横
山
潔
「
イ
ギ
リ
ス
﹃
調
査
権
限
規
制
法
﹄
の
成
立

―
情
報
機
関
等
に
よ

る
通
信
傍
受
・
通
信
デ
ー
タ
の
取
得
等
の
規
制

―
」
外
国
の
立
法
二
一
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
四
七
頁
以
下
。

（
14
）　

以
上
の
点
に
関
し
て
、
江
島
・
前
掲
注
（
10
）
論
文
八
一
頁
以
下
参
照
。

（
15
）　

自
動
ナ
ン
バ
ー
読
取
装
置
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｒ
）
も
、
同
法
の
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
る
。E

x
p

ln
a

tory N
otes, para 29.

（
16
）　

そ
し
て
、
三
〇
条
―
三
二
条
に
お
い
て
、
運
用
コ
ー
ド
作
成
公
刊
等
に
関
す
る
手
続
規
定
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）　

関
連
当
局
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
し
て
関
わ
る
場
合
に
も
、
適
用
さ
れ
る
（
運
用
コ
ー
ド
一
・
一
一
）。

（
18
）　

な
お
、
後
掲
四
一
九
頁
参
照
。

（
19
）　

H
om

e O
ffice, S

u
rveilla

n
ce C

a
m

era
 C

om
m

ission
er A

p
p

oin
ted

, 13 Sep 2012 <
http://w

w
w

.hom
eoffice.gov.uk/m

edia-centre/

press-releases/surv-cam
-com

m
-appt>

.

（
20
）　

一
九
九
七
年
警
察
法
（P

olice A
ct 1997

）
九
一
条
⑴
項
に
基
づ
き
指
名
さ
れ
た
首
席
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
を
い
う
。
自
由
保
護
法
二
九
条
⑺
項
。

（
21
）　

H
om

e O
ffice, S

u
rveilla

n
ce C

a
m

era
 C

od
e of P

ra
ctice C

on
su

lta
tion

, <
http://w

w
w

.hom
eoffice.gov.uk/publications/about-us/

consultations/surveillance-cam
era-consultation>

; ders, C
on

su
lta

tion
 on

 A
 C

od
e of P

ra
ctice R

ela
tin

g to S
u

rveilla
n

ce C
a

m
-

era
s <

http://w
w

w
.hom

eoffice.gov.uk/publications/consultations/cons-2011-cctv/code-surveillance-cam
eras?view

＝B
inary>

.

（
22
）　

H
om

e O
ffice, C

on
su

ltation
 O

u
tcom

e: S
u

rveilla
n

ce C
a

m
era

 C
od

e o
f P

ractice C
on

su
ltation

 <
https://w

w
w

.gov.uk/governm
ent/

consultations/surveillance-cam
era-code-of-practice-consultation>

.

（
23
）　

前
掲
四
〇
一
頁
。

（
24
）　

前
掲
三
九
八
頁
。

（
25
）　

こ
れ
は
、
一
九
九
八
年
人
権
法
（H

um
an R

ights A
ct 1998

）
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
法
に
編
入
さ
れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
八
条
の
定

め
る
私
的
生
活
お
よ
び
家
族
生
活
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
尊
重
と
い
う
観
点
か
ら
、
要
件
と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）　

http://w
w

w
.ico.org.uk/upload/docum

ents/pia_handbook_htm
l_v2/files/P

IA
handbookV

2.pdf.

（
27
）　

一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
付
則
第
一
の
別
表
第
一
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
デ
ー
タ
保
護
八
原
則
」
の
第
五
原
則
は
、「
何
ら
か
の
目
的
の
た

め
に
処
理
さ
れ
る
個
人
デ
ー
タ
は
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
必
要
以
上
に
長
期
間
保
有
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
る
。



四
二
三

イ
ギ
リ
ス
二
〇
一
二
年
自
由
保
護
法
と
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
規
制�

（
都
法
五
十
四-

一
）

（
28
）　

C
C

T
V

 C
od

e of P
ra

ctice, R
evised

 E
d

ition
 2008, sec. 8.3 (“R

etention
”).

（
29
）　

拙
著
・
前
掲
注
（
1
）
書
九
九
頁
。

（
30
）　

同
右
一
〇
一
頁
以
下
。

（
31
）　

ラ
ー
セ
ン
は
、
一
九
九
八
年
デ
ー
タ
保
護
法
お
よ
び
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
運
用
コ
ー
ド
で
は
、「
公
共
空
間
に
お
け
る
匿
名
性
の
利
益
」
が
十
分
に
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。L

A
R

SE
N, su

p
ra

 note (10), at 181. 

こ
の
公
共
空
間
に
お
け
る
匿
名
性
の
利
益
は
、
伝
統
的
な
「
ひ
と
り

で
放
っ
て
お
い
て
も
ら
う
権
利
」
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
主
と
し
て
、
公
共
空
間
に
お
け
る
カ
メ
ラ
設
置
の

許
容
性
、
い
わ
ば
撮
影
や
そ
れ
に
よ
る
映
像
デ
ー
タ
等
の
取
得
の
法
的
規
制
と
い
う
観
点
に
関
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
拙
著
・

前
掲
注
（
1
）
書
八
一
頁
。

（
32
）　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
〇
日
付
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
紙
（
電
子
版
）
に
よ
る
。

（
33
）　

前
掲
四
一
〇
頁
お
よ
び
四
一
四
頁
。

（
34
）　

前
掲
四
一
四
頁
。

（
35
）　

前
掲
四
一
二
頁
お
よ
び
四
一
三
頁
。

（
36
）　

た
と
え
ば
、
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
業
務
に
従
事
す
る
職
員
に
関
す
る
警
備
業
監
督
局
に
よ
る
Ｓ
Ｉ
Ａ
ラ
イ
セ
ン
ス
な
ど
、
警
察
や
地
方

当
局
が
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
を
直
接
運
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
構
成
さ
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
運
営
が
主
と
な
っ
て

い
る
イ
ギ
リ
ス
に
固
有
の
事
情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
に
と
っ
て
参
考
に
な
り
え
な
い
部
分
が
存
在
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

（
37
）　

イ
ギ
リ
ス
の
防
犯
カ
メ
ラ
（
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ
）
の
う
ち
、
実
際
に
デ
ー
タ
保
護
法
を
遵
守
し
て
い
る
の
は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
す
ぎ
な
い
と

す
る
指
摘
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
拙
著
・
前
掲
注
（
1
）
書
一
二
〇
頁
注
（
127
）。

（
38
）　

な
お
、
現
時
点
で
は
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
が
責
任
を
負
う
の
は
、
全
設
置
カ
メ
ラ
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
す
る
報

道
も
あ
る
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
三
〇
日
付
イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
紙
（
電
子
版
））。

（
39
）　

な
お
、
レ
ニ
ソ
ン
・
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
カ
メ
ラ
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
、
デ
イ
リ
ー
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
住
宅
所
有

者
（hom

eow
ner

）
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
向
上
の
た
め
に
自
宅
に
設
置
し
て
い
る
高
性
能
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
、
今
後
問
題
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
と
の
問
題
意
識
の
も
と
、
そ
の
種
の
公
共
空
間
以
外
に
設
置
さ
れ
た
民
間
カ
メ
ラ
を
対
象
に
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
公
表
を
予
定
し
て
い
る

と
し
、
さ
ら
に
新
規
立
法
が
必
要
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
旨
を
も
示
唆
し
て
い
る
（
二
〇
一
三
年
六
月
九
日
付
デ
イ
リ
ー
テ
レ
グ
ラ
フ
紙
（
電

子
版
））。

（
40
）　

前
掲
四
〇
五
頁
。

（
41
）　

拙
著
・
前
掲
注
（
1
）
書
一
七
六
頁
お
よ
び
一
九
八
頁
以
下
参
照
。



四
二
四

（
42
）　

T
h

e C
oa

lition
, su

p
ra

 note (9), at 13. 

「
第
六
章　

犯
罪
お
よ
び
警
察
活
動
」
と
し
て
、「
政
府
は
、
刑
事
司
法
シ
ス
テ
ム
を
改
革
す
る
た

め
の
徹
底
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
必
要
と
考
え
る
。
行
政
的
統
制
か
ら
現
状
よ
り
も
ず
っ
と
自
由
で
（greater freedom

 from
 M

inisterial con-

trol

）、
ま
た
、
人
々
の
生
活
を
破
滅
さ
せ
る
犯
罪
や
反
社
会
的
行
為
に
よ
り
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
な
、
た
だ
、
奉
仕
す
る
一
般
公
衆

に
対
し
は
る
か
に
責
任
を
負
う
（accountable

）
警
察
（police froces

）
が
必
要
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
43
）　

な
お
、
倉
木
豊
史
「
書
評
﹃
防
犯
カ
メ
ラ
と
刑
事
手
続
﹄」
捜
査
研
究
七
四
五
号
（
二
〇
一
三
年
）
七
二
頁
以
下
参
照
。


